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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　螺旋軌道を周回させながら荷電粒子を高エネルギーまで加速する装置としてシンクロサ
イクロトロンとサイクロトロンがある。これらシンクロサイクロトロンやサイクロトロン
において、荷電粒子を安定に加速するためには、「加速電極を通過するタイミングに合わ
せて、ビーム進行方向に所定の高周波加速電界を印加する」、「ビーム進行方向に所定の
収束力を与える、ビーム垂直方向に所定の収束力を与える」といった必要がある。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
【図１】本発明の実施の形態１による円形加速器の概略構成を示す断面模式図である。
【図２】本発明の実施の形態１による円形加速器の概略構成を示す、図１のＡ－Ａ断面に
おける断面模式図である。
【図３】図１のＢ－Ｂ断面における電磁石の構成を上半分だけ示す断面図である。
【図４】本発明の実施の形態１による円形加速器の磁場分布の一例を示す線図である。
【図５】本発明の実施の形態１による円形加速器の磁場分布の別の例を示す線図である。
【図６】従来の円形加速器の磁場分布の例を示す線図である。
【図７】本発明の実施の形態１による円形加速器の荷電粒子の周回周波数の半径依存性の
一例を示す線図である。
【図８】本発明の高周波の動作と、従来のサイクロトロン、および従来のシンクロサイク
ロトロンの高周波の動作との違いを概念的に表現した図である。
【図９】本発明の実施の形態１による円形加速器の加速電極部の共振周波数とその時得ら
れる出射陽子エネルギーの関係の一例を示す線図である。
【図１０】本発明の実施の形態１による円形加速器における、出射陽子エネルギーをパラ
メータとしたときの磁場分布の例を示す線図である。
【図１１】本発明の実施の形態１による円形加速器により陽子を加速したときのビーム軌
道解析結果の例を示す図である。
【図１２】本発明の実施の形態１による円形加速器に必要な高周波電源出力の例を示す線
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図である。
【図１３】本発明の実施の形態２による円形加速器の概略構成を示す横断面模式図である
。
【図１４】本発明の実施の形態２による円形加速器の磁場修正用コイルの配置の例を示す
図である。
【図１５】本発明の実施の形態２による円形加速器における、磁場修正用コイルの動作を
説明するための磁場分布の例を示す線図である。
【図１６】本発明の実施の形態２による円形加速器の別の概略構成を示す横断面模式図で
ある。
【図１７】本発明の実施の形態３による円形加速器の概略構成を示す断面模式図である。
【図１８】本発明の実施の形態４による円形加速器の概略構成を示す断面模式図である。
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